
危険源が都度違う業種編
代表業種 建設、電気、ガス

概要説明１枚のみ



“予め調べてパッケージ化”のフロー
ココが大切

①作業の棚卸し
②全体を知る

化学物質リスト

④マネジメント ばく露限界値内措置と教育 ⑤記録・保管 注意 基本は全体網羅

加えて当日新たに確認した
化学物質への対応も
忘れないで下さい

有害性が調べきれなかったら
使用禁止のルール化

③評価 SDSで取り扱いチェック
リスクアセスメントへ

リスクアセスメント
評価ツール

クリエイト
シンプル

ばく露限界値と推定値を対比させ
適正な取り扱い方法やルールを提示

RA記録を工事看板
に入れる

最低３年間保管
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